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　本公演では研究者向けのチュートリアルの位置づけで、オープンサイエンス政策をその背景と共に紹介す

る。G7科学技術大臣会合や第5期科学技術基本計画は、オープンサイエンスを一つの重要な事項としてお

り、科学自身を変容させ、産業や社会にも様々なインパクトを与えることを期待している。近年内閣府におい

て、オープンサイエンスを推進する幾つかの取組が、イノベーションの基盤づくりを目的として行われてい

る。文部科学省や研究助成団体は学術ジャーナルの論文に対するオープンアクセスの取組から始め、現在は

オープンサイエンスの動向に従って研究データの共有に関する方取組を研究者の様子を慎重に伺いながら

行っている。これらのポリシーを通して分かるオープンサイエンスを推進する政策上の重要事項は、１）研究

機関や研究助成団体による研究データ方針の策定、２）データを管理する持続性のあるインフラの開

発、３）すべての関係者のデータリテラシーを向上させ、研究データ共有を進める専門家を育成すること、で

ある。各々の事項は、研究領域や研究者の慣習に大きく依存するため、研究者コミュニティにも主体的な行動

が様々に求められる。政策によるトップダウンと研究者と関係者によるボトムアップの組み合わせが科学を変

容させるために理想的であり、トップダウン、ボトムアップ双方を含む多くの関係者によるコミュニ

ケーションがオープンサイエンスの文化構築に重要であり、それは信頼ある研究データ共有の世界を目指

し、また、今のところFAIRデータ科学と呼べるものである。
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